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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

市
長
施
政
方
針

　平成３１年３月定例会が、２月２２日から３月１４日までの２１日間開催され、報告案件１件、
条例議案８件、一般議案２件、予算議案１５件、諮問議案４件を審議した。採決の結果、すべて
原案どおり可決した。

会　計　名 平成31年度予算額① 平成30年度予算額② 増減額①－②

一　 般　 会　 計 227億 9,200万円 226億 2,400万円 1億 6,800万円

国民健康保険特別会計 55億 7,213万円 54億 6,564 万円 1億    649万円

後期高齢者医療特別会計 6 億 4,919万円 6億 5,284 万円 △ 365万円

介 護 保 険 特 別 会 計 57億 2,125万円 54億 5,394 万円 2億 6,731万円

平成31年度　主な会計別予算
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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

提出議案等議決結果

 ( 賛否が分かれた議案のみ掲載）　○：賛成　×：反対

議案ごとの賛否
神
作
　
紀
史

山
田
　
一
洋

鈴
木
　
克
哉

石
井
　
教
宇

阿
部
美
津
江

平
川
　
幸
男

安
田
美
由
貴

峯
　
　
隆
司

川
﨑
　
愼
一

関
　
　
壽
夫

長
谷
川
　
博

寺
澤
　
利
郎

鈴
木
　
直
一

川
上
　
　
清

辻
　
　
貞
夫

栗
原
　
保
博

青
木
　
正
孝

飯
田
　
彰
一

議案第１０号
木更津市、君津市、富津市、袖ケ浦市、鴨川市、
南房総市及び鋸南町広域廃棄物処理事業協議
会規約の制定に関する協議について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長議案第１７号

平成３１年度南房総市一般会計予算に対
する修正案 × × × × × × × × × 〇 × × × × × 〇 〇

平成３１年度南房総市一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

議案第１９号 平成３１年度南房総市後期高齢者医療特
別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員名
議案名

議案種類 件　　　名 議決結果

報告第 1 号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） ―

議案第 1 号 南房総市子ども・子育て会議設置条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 2 号 南房総市森林環境譲与税基金条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 3 号 南房総市議会議員及び南房総市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 4 号 南房総市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 5 号 南房総市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 6 号 南房総市通学バス有償運行に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 7 号 南房総市看護師等修学資金貸付基金条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 8 号 南房総市介護給付費準備基金条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 9 号 財産の減額貸付について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 10 号 木更津市、君津市、富津市、袖ケ浦市、鴨川市、南房総市及び鋸南町広域廃棄物処理事業協議会規約の
制定に関する協議について

原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 11 号 平成３０年度南房総市一般会計補正予算（第７号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 12 号 平成３０年度南房総市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 13 号 平成３０年度南房総市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 14 号 平成３０年度南房総市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 15 号 平成３０年度南房総市国保病院事業会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 16 号 平成３０年度南房総市水道事業会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 17 号 平成３１年度南房総市一般会計予算 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 18 号 平成３１年度南房総市国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 19 号 平成３１年度南房総市後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 20 号 平成３１年度南房総市介護保険特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 21 号 平成３１年度南房総市滝田財産区特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 22 号 平成３１年度南房総市北三原財産区特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 23 号 平成３１年度南房総市南三原財産区特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 24 号 平成３１年度南房総市国保病院事業会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 25 号 平成３１年度南房総市水道事業会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 26 号 南房総市長等の給料の特例に関する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適 任

諮問第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適 任

諮問第 3 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適 任

諮問第 4 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適 任

発委第 1 号 南房総市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致
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当
初
予
算

　

３
月
６
日
・
７
日
、
予

算
審
査
特
別
委
員
会
を
招

集
し
、
議
長
を
除
く
全
議

員
で
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

一
般
会
計

◇
移
住
・
定
住
推
進
事
業

　
　
　
　
　

９
５
８
万
円

問　

移
住
・
定
住
推
進
事

業
と
は
。

企
画
財
政
課
長　

地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
２
人
募
集
し
、

新
た
に
設
立
す
る
移
住
・

定
住
推
進
団
体
の
事
務
局

員
と
し
て
、
都
市
部
か
ら

市
へ
の
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス

の
移
転
を
支
援
す
る
。

　

民
間
不
動
産
、
空
き
家

バ
ン
ク
な
ど
の
物
件
情
報

や
、
起
業
支
援
情
報
を
集

め
て
公
開
し
、
移
住
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
。

問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
取
り
組

み
と
は
別
な
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

新
た
に

移
住
を
進
め
る
民
間
組
織

を
立
ち
上
げ
、
空
き
家
の

南房総市一般会計予算

さ
ら
な
る
掘
り
起
こ
し
を

目
指
す
。

◇ 

子
育
て
支
援
・
教
育
相

談
事
業　

１
０
３
４
万
円

問　

子
育
て
支
援
教
育
相

談
事
業
と
は
。

子
ど
も
教
育
課
長　

幼
小
中

等
の
子
ど
も
に
発
達
障
害

が
あ
る
時
、
支
援
す
る
予

算
で
昨
年
度
よ
り
２
人
増

や
し
て
７
人
で
取
り
組
む
。

◇
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

５
億
２
１
２
７
万
円

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
増

え
た
理
由
は
。

企
画
財
政
課
長　

ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
で
の
Ｐ
Ｒ
を

積
極
的
に
行
っ
た
。

問　

輸
入
品
を
ど
の
程
度

加
工
し
た
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
に
な
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

原
材
料

を
輸
入
し
、
加
工
し
て
ひ

ら
き
と
い
う
商
品
に
す
れ

ば
よ
い
と
聞
い
て
い
る
。

問　

南
房
総
市
か
ら
他
市

に
ふ
る
さ
と
納
税
さ
れ
た

金
額
は
。

市
民
生
活
部
長　

平
成
28
年

度
は
２
３
２
件
、
１
２
４
０

万
円
。

◇
保
育
所
運
営
一
般
事
業

３
億
１
５
８
８
万
円

問　
保
育
所
の
人
材
確
保
は
。

子
ど
も
教
育
課
長　

国
の
基

準
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

発
達
障
害
の
子
は
増
え
て

い
る
た
め
保
育
士
の
増
員

や
支
援
員
の
確
保
に
努
め

て
い
る
が
、
非
常
勤
職
員

の
採
用
で
苦
慮
し
て
い
る
。

◇ 

富
山
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改

修
事
業　４億

８
２
８
８
万
円

問　

富
山
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
改
修

で
は
、
何
台
分
の
駐
車
場

を
作
る
の
か
。

学
校
再
編
整
備
室
長　

97
台
を

予
定
し
て
い
る
。

　227億9,200万円総
額

返礼品のひらき
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当
初
予
算

問　

駐
車
場
建
設
の
根
拠

は
。

生
涯
学
習
課
長　

97
台
分

の
根
拠
は
調
べ
た
こ
と
は

な
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
誘
致
が
で
き
る
。

◇ 

外
房
地
区
学
校
給
食
共

同
調
理
場
建
設
事
業

５
１
０
１
万
円

問　

外
房
地
区
学
校
給
食

共
同
調
理
場
建
設
事
業
に

つ
い
て
、
オ
ー
ル
電
化
へ
の

対
策
は
。

教
育
総
務
課
長　

災
害
な
ど

に
対
応
で
き
る
、
よ
り
良

い
方
法
を
検
討
し
た
い
。

◇
非
常
備
消
防
費

１
億
３
１
５
２
万
円

問　

操
法
大
会
に
関
わ
る

経
費
は
。

消
防
防
災
課
長　

団
員
の

費
用
弁
償
が
５
５
１
万
円
、

大
会
費
用
が
５
５
２
万
円
。

問　

消
防
団
員
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
市
の
操
法
大

会
を
や
め
る
考
え
は
。

消
防
防
災
課
長　

平
成
31

年
度
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

◇
道
路
橋
り
ょ
う
総
務
費

５
８
４
６
万
円

問　

私
道
へ
の
防
犯
灯
設

置
は
平
成
31
年
度
よ
り
可

能
か
。

建
設
課
長　

平
成
31
年
度

よ
り
実
施
す
る
。
防
犯
灯

１
基
当
た
り
２
万
円
、
柱

付
き
で
５
万
５
千
円
そ
れ

ぞ
れ
２
件
を
計
上
し
た
。

◇ 

社
会
福
祉
協
議
会
運
営

費
補
助
事
業　８

４
３
８
万
円

歳出
市 税 39 億 2,430 万円 市 債 26 億 2 ,460万円
地方交付税 93 億      10 万円 そ の 他 41億     774 万円
国県支出金 28 億 3,526 万円 合 計 227億 9 ,200万円

人 件 費 40 億 4,354 万円 補 助 費 等 27 億 5,131 万円
扶 助 費 24 億 4,972 万円 投資的経費 30 億 4,840 万円
公 債 費 36 億 3,508 万円 そ の 他 25 億 2,852 万円
物 件 費 43 億 3,543 万円 合 計 227 億 9,200 万円

※公債費：市が返すお金※市債：市が借りるお金

平成 31年度　一般会計予算内訳

市税
17%
市税
17%

地方交付税
41%
地方交付税
41%

国県支出金
12%
国県支出金
12%

市債
12%
市債
12%

その他
18%
その他
18% 投資的

経費
13%

投資的
経費
13%

人件費
18%
人件費
18%

扶助費
11%
扶助費
11%

公債費
16%
公債費
16%物件費

19%
物件費
19%

補助費など
12%
補助費など
12%

その他
11%
その他
11%

歳　出歳　入

歳入

問　

社
会
福
祉
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
移
送
サ
ー
ビ
ス
と
は
。

保
健
福
祉
部
長　

身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
、
要
介
護
・
要
支
援
の

人
が
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
。

料
金
は
最
初
の
30
分
が

３
５
０
円
、
以
降
15
分
ご

と
に
１
７
５
円
。
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
当
た
り
別
途
30

円
で
利
用
で
き
る
。

ボランティア移送サービス車両
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当
初
予
算

の
誘
致
促
進
を
す
る
た
め

に
閉
校
に
な
っ
た
南
小
学

校
・
南
幼
稚
園
跡
地
を
利

用
し
て
、
企
業
誘
致
エ
リ
ア

と
し
て
の
整
備
を
進
め
る
。

◇
ご
み
処
理
広
域
化
事
業

１
１
４
４
万
円

問　

広
域
廃
棄
物
処
理
施

設
整
備
事
業
負
担
金
１
１

３
７
万
円
の
内
訳
は
。

環
境
保
全
課
長　

全
体
事
業

費
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
委
託
は
５
０
６
０
万

円
、
準
備
室
人
件
費
が

４
４
３
８
万
円
、
準
備
室

事
務
費
は
29
万
５
千
円
、

整
備
事
業
者
選
定
委
員
会

の
委
員
の
報
酬
と
費
用
弁

償
は
１
１
５
万
円
程
度
。

　

こ
れ
を
関
係
す
る
市
町

で
負
担
す
る
。

反
対
討
論

　

森
林
環
境
税
が
５
年
後

か
ら
住
民
税
に
課
税
さ
れ

る
。
２
万
１
１
６
４
人
の

人
た
ち
に
一
律
千
円
徴
収

を
前
提
と
し
て
い
る
。
一

方
、
Ｃ
Ｏ
２
を
多
く
出
す
大

建
設
課
長　

１
戸
当
た
り

の
床
面
積
は
約
16
坪
を
想

定
。
公
営
住
宅
な
の
で
共

有
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
含
ま

れ
る
。通
路・バ
ル
コ
ニ
ー・

物
置
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
を

計
算
し
て
、
当
時
坪
単
価

80
万
円
で
設
定
し
た
。
今

回
の
２
億
３
９
０
０
万
円

の
中
に
は
外
構
工
事
と
建

築
工
事
が
あ
る
。
建
築
工

事
は
２
億
２
千
万
円
。
延

べ
床
面
積
に
バ
ル
コ
ニ
ー

や
共
用
ス
ペ
ー
ス
を
含
め

る
と
１
戸
当
た
り
19
・
５
坪
。

２
億
２
千
万
円
を
13
戸
と

19
・
５
坪
で
割
る
と
約
87
万

円
に
な
る
。

◇
貸
事
務
所
整
備
事
業

２
億
８
６
９
０
万
円

問　

ど
う
い
う
経
過
で
こ

の
よ
う
な
事
業
が
考
え
ら

れ
た
の
か
。

商
工
課
長　

少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
に
歯
ど

め
の
施
策
と
し
て
、
新
し

い
雇
用
の
場
の
整
備
が
必

要
な
の
で
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

に
よ
る
移
住
者
や
、
地
域

の
若
者
が
就
業
す
る
企
業

企
業
は
、
森
林
環
境
税
は

１
円
も
課
税
さ
れ
な
い
。

こ
の
譲
与
税
の
財
源
が
将

来
の
税
負
担
を
前
提
と
し

て
い
る
点
に
疑
問
が
あ
る
。

林
業
予
算
を
手
厚
く
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
に
は
異

論
は
な
い
が
、
財
源
は
Ｃ

Ｏ
２
の
排
出
の
高
い
企
業
が

排
出
分
を
負
担
す
べ
き
。

　

外
房
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
概
算
15
億
円
で

建
て
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

唐
突
な
方
針
転
換
で
、
地

産
地
消
か
ら
遠
ざ
か
る
。

災
害
時
の
リ
ス
ク
な
ど
も

考
慮
し
て
小
規
模
分
散
型

で
考
え
る
べ
き
。

　

ご
み
処
理
広
域
化
事
業

は
６
市
１
町
の
広
域
処
理

が
前
提
で
、
規
模
が
大
き

い
た
め
賛
同
で
き
な
い
。

　

貸
し
事
務
所
は
業
者
が

未
定
で
、
３
割
の
借
金
を

ペ
イ
で
き
る
体
制
に
で
き

る
の
か
疑
問
が
あ
る
の
で

反
対
。賛

成
討
論

　

移
住
定
住
施
策
や
、
Ｕ・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
施
策
な
ど

の
将
来
の
本
市
に
と
っ
て

人
口
減
少
に
歯
ど
め
を
か

け
る
も
の
や
、
高
齢
化
施

策
や
福
祉
施
策
も
十
分
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
市

営
住
宅
再
編
整
備
事
業

は
、
長
期
間
に
わ
た
り
入

所
者
へ
の
意
向
調
査
も
し
、

売
り
払
っ
た
収
入
は
本
予

算
の
中
に
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
国
の
建
設
規
準

に
合
っ
た
も
の
を
建
設
す

る
こ
と
に
よ
り
、
有
利
な

◇ 
市
営
住
宅
再
編
整
備
事
業

２
億
５
３
５
５
万
円

問　

以
前
、
坪
単
価
80
万

円
で
建
築
す
る
と
い
う
答

弁
を
し
て
い
た
が
、
建
設

工
事
費
２
億
３
９
０
０
万

円
を
16
坪
で
計
算
し
て
13

棟
だ
と
２
０
８
坪
に
な
る
。

２
０
８
坪
で
割
る
と
坪
単

価
１
１
５
万
円
に
な
る
。

１
１
５
万
円
の
中
で
80
万

円
を
引
く
と
35
万
円
に
な

る
。
35
万
円
の
差
額
の
内

訳
は
。

財
源
も
確
保
さ
れ
て
い
る
。

最
低
限
の
市
営
住
宅
は
必

要
と
考
え
る
の
で
賛
成
。

反
対
討
論

　

坪
単
価
80
万
円
で
建
設

す
る
と
い
う
当
初
の
予
定

と
大
幅
に
違
う
。
試
算
す

る
と
、
１
坪
１
０
５
万
円

超
に
な
る
。
こ
れ
は
設
計

予
算
計
上
の
時
と
著
し
く

異
な
っ
て
い
る
の
で
反
対
。

( 仮称）市営住宅原岡団地完成予想図

旧南小学校・南幼稚園跡地施設



7 ／南房総  議会広報／第 52号

当
初
予
算

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問　

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で

の
均
等
割
を
50
％
減
額
す

る
が
、
何
人
分
で
い
く
ら

の
減
額
を
す
る
予
定
か
。

財
源
は
ど
こ
か
ら
工
面
す

る
の
か
。

保
険
年
金
課
長　
７
８
９
人

分
８
８
０
万
円
の
減
免
を

見
込
ん
で
い
る
。
財
政
調

整
基
金
か
ら
充
当
す
る
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

問　

今
後
、
減
免
を
さ
れ

て
い
る
人
、
法
定
減
免
を

さ
れ
て
い
る
人
、
９
割
軽

減
、
８・５
割
軽
減
の
人
の

保
険
料
は
ど
う
な
る
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

保
険
料

は
、
県
の
広
域
連
合
で
決

定
し
て
い
る
。
本
年
度
と

来
年
度
の
２
年
間
は
同
じ

料
率
と
な
る
。

問　

９
割
軽
減
の
負
担
割

合
は
平
成
31
年
度
も
変
わ

ら
な
い
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

平
成
30

年
度
ま
で
９
割
軽
減
だ
っ

た
も
の
が
、
平
成
31
年
度

か
ら
は
８
割
軽
減
に
な
る
。

反
対
討
論

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
９
割
軽
減
の
人
た
ち

の
保
険
料
が
平
成
31
年
度

か
ら
２
倍
に
な
る
こ
と
に

つ
い
て
賛
成
で
き
な
い
。

８・
５
割
軽
減
の
人
も
２

年
後
と
３
年
後
に
値
上
げ

と
な
る
の
で
、
保
険
料
の

値
上
げ
は
賛
同
で
き
な
い
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
可
決

◎
国
保
病
院
事
業
会
計

問　

内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
の

更
新
は
、
ど
の
内
視
鏡
な

の
か
。
何
年
経
過
し
た
も

の
を
更
新
す
る
の
か
。

国
保
病
院
事
務
長　

内
視
鏡

の
更
新
は
、
鼻
か
ら
入
れ

る
胃
カ
メ
ラ
２
本
、
口
か

ら
入
れ
る
胃
カ
メ
ラ
１

本
、
大
腸
カ
メ
ラ
を
１
本
、

一
番
新
し
い
も
の
で
も
10

年
、
古
い
も
の
で
は
13
年

の
も
の
を
使
っ
て
い
る
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

◎
水
道
事
業
会
計

問　

量
水
器
、
車
両
等
の

購
入
内
訳
は
。

水
道
局
長　

量
水
器
の
購

入
が
口
径
13
ミ
リ
を
55

個
、
口
径
20
ミ
リ
な
ど
総

額
約
29
万
３
千
円
。
軽
自

動
車
１
台
。
無
線
機
を
１

台
。
３
カ
所
の
浄
水
場
の

電
話
機
。
小
向
浄
水
場
の

水
質
検
査
用
の
濁
度
計
の

更
新
を
予
定
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計
、

◎  

滝
田
財
産
区
・
北
三
原
財

産
区
・
南
三
原
財
産
区
の

各
特
別
会
計
は
、
質
疑
な

し
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

賛
成
討
論

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
急

激
な
高
齢
化
に
よ
り
扶
助
費

の
増
加
、
老
朽
化
が
進
む
公

共
施
設
の
維
持
管
理
対
策
に

加
え
普
通
交
付
税
の
合
併

算
定
替
え
加
算
分
の
７
割
縮

減
等
、
大
変
厳
し
い
局
面
を

迎
え
て
い
る
。

　

市
民
が
求
め
る
住
民
福

祉
の
増
進
に
向
け
て
よ
り

一
層
効
果
的
、
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
当
た
ら
れ

る
こ
と
を
強
く
要
望
し
、

賛
成
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
可
決

平成31年度公営企業会計予算

項　　目 水道事業会計 国保病院事業会計

収
益
的
収
入

及
び
支
出

収　

入
15 億 955 万円 6億 3,972 万円

支　

出
16 億 1,992 万円 6億 3,972 万円

資
本
的
収
入

及
び
支
出

収　

入
4 億 4,956 万円 1,951 万円

支　

出
9 億 3,794 万円 2,707 万円

内視鏡機器



8

補
正
予
算

問　

赤
道
な
ど
の
売
り
払

い
件
数
は
。

建
設
課
長　
６
件
。

◇
保
健
体
育
総
務
費

１
２
６
３
万
円
減
額

問　

東
京
２
０
２
０
オ
リ

パ
ラ
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致

補
助
金
13
万
円
減
は
、
事

問　

い
つ
頃
に
何
平
方

メ
ー
ト
ル
の
用
地
を
、
い

く
ら
で
買
う
予
定
か
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

環
境
保
全
課
長　

買
収
面
積

は
明
確
に
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。

問　

基
本
計
画
は
意
見
公

募
の
予
定
が
あ
る
か
。
生

活
環
境
影
響
調
査
の
業
務

委
託
料
の
ア
セ
ス
の
進
捗

状
況
は
。
そ
の
結
果
の
公

告
縦
覧
が
い
つ
頃
に
な
る

予
定
か
。

環
境
保
全
課
長　

環
境
影
響

調
査
は
、
秋
と
冬
の
分
が
完

了
し
た
。
春
と
夏
分
の
補
正
。

◇
財
産
売
払
収
入６

８
３
万
円

問　

農
林
と
建
設
そ
れ
ぞ

れ
、
こ
の
売
り
払
い
代
金

の
内
訳
は
。

農
林
水
産
課
長　

加
茂
区
の

た
め
池
を
、
普
通
財
産
に
し

て
売
り
払
っ
た
。

建
設
課
長　

赤
道
な
ど
を
廃

止
し
、
売
り
払
っ
た
。

一般会計補正　 3億 5,577万円追加
平成３０年度南房総市一般会計補正予算（第７号）

　257億5,267万円総
額

◎ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）

◇ 

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

９
０
１
３
万
円

問　

寄
附
金
に
対
し
て
委

託
料
３
５
７
８
万
円
の
内

訳
は
。

企
画
財
政
課
長　

ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
、楽
天
、ふ
る
な
び
、

さ
と
ふ
る
な
ど
へ
の
手
数
料
。

問　

４
社
に
ふ
る
さ
と
納

税
と
い
う
形
で
委
託
を
し

て
い
る
が
、
委
託
の
手
数

料
の
支
出
を
抑
え
る
手
立

て
は
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

手
数
料
等

の
減
額
は
業
者
と
の
調
整
に

な
る
の
で
、
今
の
時
点
で
は

手
立
て
は
な
い
。

◇
し
尿
処
理
施
設
建
設
事
業

　

測
量
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　

２
１
３
万
円

問　

測
量
実
施
場
所
の
拡

張
に
伴
う
追
加
だ
が
、
新

た
に
土
地
を
買
う
の
か
。

環
境
保
全
課
長　

事
業
予
定

区
域
の
変
更
に
伴
い
、
測
量

範
囲
を
増
や
す
。

前
キ
ャ
ン
プ
の
予
定
が

あ
っ
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

キ
ャ
ン
プ

が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め

減
額
し
た
。

ふるさとチョイスの南房総市のページ　
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補
正
予
算

富山国保病院

◎ 

国
民
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

◇
財
政
調
整
基
金
積
立
金２

億
円

問　

積
立
２
億
円
は
ど
ん

な
背
景
で
積
む
こ
と
に
な
っ

た
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

昨
年
度
ま

で
の
繰
越
金
が
５
億
３
千
万

円
あ
り
、
今
回
２
億
円
を
繰

越
金
か
ら
充
当
す
る
。

補
正
額
７
７
７
万
円
は
何

人
分
か
。

国
保
病
院
事
務
長　

日
中
の

診
療
応
援
の
医
師
が
３
人
、

宿
日
直
の
臨
時
の
医
師
が
13

人
。

問　
研
究
研
修
費
７
７
７
万

円
増
額
の
内
訳
は
。

国
保
病
院
事
務
長　

宿
日
直

の
臨
時
医
師
と
、
診
療
応
援

の
医
師
の
謝
金
が
含
ま
れ

る
。

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計　

補

正
予
算
（
第
２
号
）、

◎
水
道
事
業
会
計　
　
　

　

 

補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、

質
疑
な
し
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

◇ 
と
み
う
ら
「
枇
杷
倶
楽
部
」

管
理
運
営
事
業       

79
万
円

◇
図
書
館
事
務
費       

16
万
円

問　

何
か
想
定
外
の
事
態

が
あ
っ
た
の
か
。

観
プ
ロ
課
長
補
佐  

夏
場
の
暑

い
時
期
が
続
き
電
気
料
が
上

が
っ
た
。
ほ
か
の
施
設
は
、

指
定
管
理
料
か
ら
支
出
。

生
涯
学
習
課
長　

夏
の
猛
暑

に
よ
る
電
気
料
の
増
加
に
よ

る
。

問　

残
り
の
繰
越
金
は
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
使
わ
れ

る
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

今
の
と
こ

ろ
ま
だ
予
定
は
な
い
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◇
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金

　
　
　

９
百
８
万
円
減
額

問　

減
額
さ
れ
て
い
る
人

数
は
。

保
険
年
金
課
長　

９
割
軽
減

は
２
３
３
８
人
、
８・５
割
軽

減
は
２
１
０
２
人
、
５
割
軽

減
は
１
６
２
８
人
、
２
割
軽

減
は
９
１
９
人
。
合
計

６
９
８
７
人
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
利
用
者
は
何
人
か
。

保
険
年
金
課
長　

９
９
６
４

人
。

◎
国
保
病
院
事
業
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

問　

非
常
勤
の
当
直
が
増

え
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
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３
月
５
日
、
総
務
委
員

会
を
招
集
し
、審
査
を
行
っ

た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

附
属
機
関
設
置
条
例
の

一
部
改
正

問　

空
家
等
対
策
協
議
会

の
委
員
構
成
と
開
催
頻
度

は
。

建
設
課
長　

司
法
書
士
・
宅

建
協
会
関
係
者
・
建
築
士
・

民
生
委
員・区
長・消
防
署
員・

警
察
署
員
・
安
房
土
木
事
務

所
職
員
・
市
職
員
。

年
２
回
ほ
ど
開
催

予
定
。

問　

空
家
等
対

策
協
議
会
と
空

き
家
バ
ン
ク
協

議
会
の
違
い
は
。

企
画
財
政
課
長　

空
家
等
対
策
協
議

会
で
は
、
特
定
空

家
の
処
理
や
所
有

者
へ
の
措
置
を
検

討
す
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク

協
議
会
は
、
空
き

家
の
貸
し
付
け
を

行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
別
の
協
議

会
だ
が
、
連
携
し
て
対
応
す

る
。

◎ 

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

設
置
条
例
の
制
定
、

◎ 

市
議
選
・
市
長
選
の
選

挙
運
動
公
費
負
担
条
例

の
一
部
改
正
、

◎ 

職
員
の
勤
務
時
間
・
休

暇
条
例
の
一
部
改
正
、

◎ 

通
学
バ
ス
有
償
運
行
条

例
の
一
部
改
正
は
、

　

質
疑
な
し
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

委 員 会 報 告

倒壊しそうな空き家の
対応を考える協議会を設置

看護師などの修学資金
貸付額を３千万円増

総
務

福
祉

委
員
会
報
告

　

３
月
４
日
、
福
祉
委
員

会
を
招
集
し
、審
査
を
行
っ

た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

看
護
師
等
修
学
資
金
貸

付
基
金
条
例
の
一
部
改
正

問　

貸
付
が
増
え
３
千
万

円
を
追
加
す
る
が
、
利
用

状
況
と
貸
付
額
は
ど
う
か
。

健
康
支
援
課
長  

貸
し
付
け

中
16
人
・
返
還
猶
予
中
25

人
・
返
還
中
４
人
・
返
還

済
９
人
の
合
計
54
人
に
貸

し
付
け
た
。
34
人
が
卒
業
。

安
房
管
内
に
25
人
就
職
、

う
ち
１
人
は
市
内
に
就
職
。

基
金
残
高
は
、
現
金

９
１
１
万
５
千
円
、
債
権

４
０
８
８
万
５
千
円
。

◎ 

介
護
給
付
費
準
備
基
金

条
例
の
一
部
改
正

問　

交
付
金
と
基
金
残
高

は
幾
ら
か
。

健
康
支
援
課
長　

交
付
金

は
５
１
５
万
円
を
見
込
む
。

基
金
残
高
は
４
億
６
４
３
万

９
１
６
９
円
。

問　

交
付
金
は
、
ど
ん
な

地
域
支
援
事
業
に
使
う
予

定
か
。

健
康
支
援
課
長　

検
討
中
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

空き家バンク協議会総会
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委 員 会 報 告

　

３
月
５
日
、
産
業
委
員

会
を
招
集
し
、審
査
を
行
っ

た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

　

条
例
の
制
定

問　

森
林
環
境
譲
与
税
の

収
入
見
込
み
額
は
。

農
林
水
産
課
長　

当
初
予
算

で
は
７
１
３
万
７
千
円
を
見

込
む
。
満
額
交
付
と
な
る

４
５
年
度
以
降
。
２
５
９
５

万
７
千
円
を
想
定
。

問　

ど
う
活
用
す
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

森
林
整

備
・
人
材
育
成
・
木
材
利

用
の
促
進
に
取
り
組
む
。

◎
財
産
の
減
額
貸
付

　

 （
旧
和
田
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）

問　

貸
付
額
、
月
２
万
８
４

８
５
円
は
妥
当
な
額
か
。

地
域
資
源
再
生
室
長　

貸
し
主

の
義
務
で
あ
る
修
繕
を
せ

ず
に
貸
し
付
け
る
。
修
繕

料
相
当
分
を
減
額
す
る
。

問　

貸
付
期
間
を
６
年
間

と
し
た
理
由
は
。

地
域
資
源
再
生
室
長　

業
者
が

撤
退
し
た
時
に
、
市
が
合

併
特
例
債
を
使
い
解
体
で

き
る
期
限
を
考
え
、
６
年

間
と
し
た
。

問　

減
額
前
の
貸
付
額
、

月
７
万
４
千
円
の
基
準
は
、

ど
う
決
め
た
の
か
。

地
域
資
源
再
生
室
長　

建
物
は

課
税
標
準
額
か
ら
、
土
地

は
評
価
額
か
ら
算
定
し
た
。

◎ 

６
市
１
町
広
域
廃
棄
物

処
理
事
業
協
議
会
規
約

の
協
議

問　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

環
境
保
全
課
長　

６
市
１
町

で
協
議
会
の
設
置
を
告
示

し
、
知
事
に
届
け
出
る
。

木
更
津
市
が
設
置
し
て
い

る
準
備
室
で
事
務
を
進
め

る
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

産
業

旧和田学校給食センターを
FS-Tradingに月２万８,４８５円で貸付

委
員
会
報
告

旧和田学校給食センター

森林整備などのために必要な費用を、
国民一人一人が広く等しく負担を分任
して森林を支える仕組み

など

など

など

など
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一
般
質
問

5人の議員が市政を質す

阿部美津江議員

を
派
遣
し
て
専
門
的
な
リ
ハ

ビ
リ
体
操
も
推
進
し
て
い

る
。
昨
年
度
介
護
予
防
教

室
は
82
回
実
施
し
た
。

問
訪
問
診
療
、
訪
問

看
護
・
介
護
が
一
体

と
な
っ
て
個
別
の

ケ
ア
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

個
別
ケ
ア
会
議
を

初
め
関
係
機
関
と

の
研
修
会
や
さ
ま

ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を

活
用
し
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
推
進
体

制
の
構
築
を
図
っ
て

い
く
。

認
知
症

問
特
定
健
診
で
認
知

症
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
テ
ス
ト
を
活
用
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

市
長
所
要
時
間
が
１
人

に
つ
き
約
10
分
程

度
か
か
り
集
団
健
診
で
は

実
施
が
難
し
い
こ
と
か
ら
導

入
は
考
え
て
い
な
い
。

介
護
予
防
と

健
康
づ
く
り

問
高
齢
者
サ
ロ
ン
の

取
り
組
み
や
介
護

予
防
教
室
の
開
催
状
況
は
。

市
長
地
域
住
民
主
体
の

サ
ロ
ン
・
老
人
ク

ラ
ブ
・
高
齢
者
の
集
い
な
ど

か
ら
依
頼
を
受
け
、
講
義

や
簡
単
な
介
護
予
防
体
操

や
血
圧
測
定
、
健
康
相
談

も
実
施
し
、
理
学
療
法
士

市
長
今
後
安
房
４
市
町

で
検
討
し
て
い
く
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

問
平
成
29
年
度
の
接

種
状
況
は
。

市
長
対
象
者
３
７
６
４

人
に
対
し
１
２
２
７

人
の
接
種
者
数
で
接
種
率

は
32
・
６
％
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

効
果
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
部
長
肺
炎
球

菌
性
肺

炎
の
重
症
度
と
死
亡
率
は

有
意
に
低
下
し
、
医
療
費
の

抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

罹
患
し
て
も
症
状
の
重
症

化
を
抑
制
し
、
合
併
症
併

発
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
対
策
の

１
つ
と
し
て
予
防
接
種
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

問
受
験
前
の
中
学
３

年
生
が
罹り
か
ん患
し
、

学
級
閉
鎖
に
な
っ
た
場
合

の
授
業
へ
の
影
響
と
個
人

へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

教
育
次
長
必
ず
教
育

課
程
を
完

了
す
る
よ
う
、
そ
の
後
の
授

業
の
中
に
取
り
組
み
入
れ
て

対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

内
容
が
消
化
で
き
な
い
場

合
は
放
課
後
に
授
業
を
実

施
し
て
補
っ
て
い
る
。

風
疹問

働
き
盛
り
の
男
性

に
対
し
抗
体
検
査

を
総
合
検
診
時
に
行
う
考

え
は
あ
る
か
。

子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
公
費
助
成
を

任
意
接
種
で
あ
り
個
人
予
防
の
観
点
か
ら
も
助
成
は
考
え
て
な
い

「
忽
戸
え
ん
が
わ
カ
フ
ェ
」

ご
利
用
の
皆
さ
ん

自
宅
で
終
末
期
を

迎
え
る
支
援
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一
般
質
問

安田美由貴議員

独
居
高
齢
者
支
援

問
身
寄
り
の
な
い
人

が
市
に
費
用
を
払

い
、
死
亡
後
の
手
続
き
を

代
行
す
る
事
業
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

市
長
現
状
で
は
考
え
て

い
な
い
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例

問
同
性
カ
ッ
プ
ル
や

別
姓
で
生
活
す
る

人
を
対
象
と
し
た
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
を
定

め
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
国
の
動
向
を
見
た

い
。

問
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
36
カ
国

中
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
が
な
い
国
は
日

本
だ
け
。
制
度
の
導
入
を

国
に
働
き
か
け
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部
長
今
後
、
国

の
議
論

が
進
む
と
思
う
の
で
、
注
視

し
た
い
。

問
過
去
に
免
許
を
返

し
た
人
も
申
請
で

き
る
か
。

総
務
部
長
返
納
後
３

カ
月
以
内

の
申
請
の
み
。

問
優
待
証
の
発
行
手

数
料
は
５
２
０
円

だ
が
、
助
成
額
が
５
０
０

円
な
の
は
な
ぜ
か
。

総
務
部
長
端
数
の
な
い

額
が
わ
か

り
や
す
い
と
考
え
た
。

問
優
待
証
や
、
市
の

助
成
金
申
請
時
に
、

必
要
な
も
の
を
広
報
で
周

知
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長
昨
年
５
月

に
広
報
で

掲
載
し
た
が
、
今
後
も
掲

載
し
、
制
度
の
周
知
に
努
め

た
い
。

る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
部
長
概
要
版
の

掲
載
を
検

討
す
る
。

ノ
ー
カ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
優
待
証

問
運
転
免
許
自
主
返

納
証
明
等
手
数
料

助
成
金
制
度
と
は
ど
ん
な

も
の
か
。

総
務
部
長
65
歳
以
上

で
免
許
を

返
し
た
人
に
、
運
転
経
歴
証

明
書
と
、館
山
日
東
バ
ス
㈱・

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
㈱
の
優
待
証

の
発
行
手
数
料
を
助
成
す

る
。問

利
用
状
況
は
。

総
務
部
長
30
年
度
か

ら
始
ま
り
、

１
月
末
で
24
件
。

高
齢
者
外
出
支
援
事
業

問
予
算
を
出
し
た
く
な

い
の
か
。

保
健
福
祉
部
長
全
体
の
予

算
も
、
も

ち
ろ
ん
あ
る
。

白
浜
亀
田
線
の
廃
線

問
１
日
２
往
復
の
白
浜

亀
田
線
が
廃
止
と
な

る
。
影
響
と
対
策
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

市
長
１
便
５
人
ほ
ど
の

利
用
が
あ
る
が
、

千
倉
駅
か
ら
の
下
り
列
車

に
接
続
し
や
す
い
運
行
ダ

イ
ヤ
に
す
る
。

問
民
間
路
線
バ
ス
は

定
額
で
は
な
い
。

広
報
や
地
域
公
共
交
通
ガ

イ
ド
に
、
料
金
表
を
載
せ

バ
ス
券
・
タ
ク
シ
ー
券
を
一
度
に
複
数
枚
使
え
な
い
か

現
在
の
形
を
維
持
し
た
い

バス停名 千倉駅
安房
地域医療
センター

南総
文化
ホール

館山駅

安房白浜 520 830 860 920

乙浜 430 740 790 840

白間津 350 670 710 780

安房平磯 280 600 640 700

本千倉 200 500 540 600

千倉駅 　 410 450 480

　　　主要バス停間の片道運賃　（円）

“運転免許自主返納証明等手数料助成金制度”
　免許証を返し、バス会社発行の運賃が半額になる「ノーカー・
サポート優待証」を取得した高齢者に助成する制度。

　　助成額
　運転経歴証明書 １，１００円　
　館山日東バス㈱の優待証 ５００円　
　ＪＲバス関東㈱の優待証 ５００円　
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一
般
質
問

鈴木　克哉議員

問
公
共
交
通
機
関
の
充

実
で
、
高
齢
者
が
運

転
し
な
く
て
も
済
む
環
境

づ
く
り
は
大
切
。
次
期
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

書
の
策
定
の
進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長
市
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
な

ど
の
実
施
や
地
区
座
談
会

を
実
施
し
意
見
を
伺
い
、
バ

ス
路
線
の
変
更
を
協
議
し
て

い
き
た
い
。

な
掃
除
、
葬
儀
、
納
骨
、
こ

の
発
生
の
リ
ス
ク
の
対
策
、

解
決
策
と
し
て
市
と
し
て

の
対
策
は
。

保
健
福
祉
部
長
現
在
、
特

段
の
対
応

策
は
な
い
。

問
本
市
に
お
け
る
高
齢

運
転
者
の
免
許
証
所

持
状
況
、
返
納
状
況
、
高

齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
の

発
生
状
況
は
。

市
長
本
市
全
体
で
の
免

許
証
所
持
者
数
は

２
万
５
９
７
４
人
、
そ
の
う

ち
高
齢
者
は
１
万
２
０
８

人
。
昨
年
の
免
許
返
納
者

数
は
、
１
５
７
人
。
昨
年
の

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通

事
故
の
発
生
件
数
は
29
件

で
、
本
市
の
事
故
件
数
79

件
に
占
め
る
割
合
は
36
・

７
％
。

用
チ
ラ
シ
な
ど
、
す
ぐ
に

活
用
で
き
る
よ
う
な
施
策

を
提
案
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長
受
け
ら

れ
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
掲
載
し
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
、
い
わ
ゆ
る
認
知

症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
を
、
現

在
、
安
房
３
市
１
町
で
検
討

し
て
い
る
。

問
過
去
３
年
間
の
本
市

に
お
け
る
孤
独
死
の

状
況
は
。

保
健
福
祉
部
長
孤
独
死

と
い
う

言
葉
に
は
明
確
な
定
義
は

な
く
、
独
居
世
帯
で
亡
く

な
っ
た
人
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
31
年
２

月
21
日
ま
で
の
約
３
年
間
で

77
人
。

問
市
民
が
孤
独
死
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
遺
品
の
整
理
、
特
殊

軽
度
認
知
症（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

早
期
発
見
と
対
策

問
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の

認
知
症
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
機
器
を
使
っ
て
、
軽
度

認
知
症
の
早
期
発
見
か
ら

予
防
や
治
療
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
を
本
市
で
も
用

い
て
い
る
が
、
機
器
の
増
設

を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

市
長
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

テ
ス
ト
は
、
利
用

者
１
人
に
対
し
職
員
が
１

人
つ
い
て
実
施
し
、
所
要
時

間
は
約
10
分
程
度
か
か
る
。

職
員
体
制
な
ど
か
ら
現
時

点
で
は
機
器
を
増
や
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
の
活
用

方
法
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
以
外
で
各
家
庭
保
存

市
民
が
孤
独
死
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
市
の
対
応
策
は

現
在
、
特
段
の
対
応
策
は
な
い

MCI スクリーニングテスト

公
共
交
通
マ
ッ
プ
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石井　教宇議員

一
般
質
問

市
長
入
院
治
療
後
、
症

状
が
安
定
し
た
患

者
に
リ
ハ
ビ
リ
や
退
院
支
援

を
行
う
。
外
来
患
者
で
、
入

院
が
必
要
の
場
合
は
今
ま

で
ど
お
り
入
院
は
で
き
る
。

問
か
か
り
つ
け
病
院
と

の
連
携
は
。

市
長
連
携
推
進
法
人
に

参
加
し
て
い
る
病

院
や
、
か
か
り
つ
け
病
院
と

も
連
携
し
、
在
宅
で
急
変

し
た
人
の
診
療
を
す
る
。

問
利
用
率
を
高
め
る

た
め
の
方
策
は
。

国
保
病
院
事
務
長
外
房
地

区
か
ら

の
通
院
等
の
需
要
の
把
握
を

含
め
、
全
市
的
な
公
共
交
通

機
関
の
中
で
検
討
す
る
。

問
患
者
を
囲
い
込
ん
で

病
院
ま
で
送
迎
す

る
例
は
あ
る
か
。

国
保
病
院
事
務
長
近
隣
の

公
立
病

院
で
、
公
共
の
交
通
機
関

が
な
い
地
区
で
は
、
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
で
送
迎
を
し

て
い
る
。

問
耕
作
地
を
有
害
鳥

獣
か
ら
守
る
防
護

柵
の
補
助
金
や
設
置
の
支

援
は
考
え
て
い
る
か
。

農
林
水
産
部
長
防
護
柵

を

国
・

市
の
補
助
で
支
援
す
る
。
高

齢
で
防
護
柵
設
置
が
困
難

の
人
は
、
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
対
応
す
る
。

問
後
継
者
育
成
へ
の
取

組
み
は
。

農
林
水
産
部
長
新
規
就

農
希
望

者
に
対
し
、
農
業
次
世
代

投
資
資
金
の
交
付
や
受
け

入
れ
支
援
、
農
業
委
員
会

と
協
力
し
て
農
地
中
間
管

理
事
業
を
行
い
農
地
斡
旋

や
利
用
集
積
を
図
る
。

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

問
連
携
に
よ
り
ど
う

変
わ
る
の
か
。

支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ト
ラ

ク
タ
ー
事
業
等
の
推
進
を

図
る
。

問
交
付
金
の
利
用
状

況
は
。

農
林
水
産
部
長
今
年
度

対
象
農

家
は
９
５
０
人
。
交
付
金
額

は
約
２
９
３
０
万
円
。

問
耕
作
放
棄
地
は
ど

の
く
ら
い
解
消
さ
れ

た
か
。

農
林
水
産
部
長
自
給
飼

料
生
産

や
放
牧
活
用
で
19
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
解
消
。

問
耕
作
放
棄
地
の
具

体
的
な
取
り
組
み

状
況
は
。

市
長
農
地
の
荒
廃
を
防

ぐ
た
め
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
農
地

を
利
用
集
積
し
地
域
農
業

の
活
性
化
を
図
る
。

農
業
振
興
の
現
状
と

目
指
す
方
向
は

問
大
規
模
農
家
と
小

規
模
農
家
と
は
。
農

業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は
。

市
長
国
の
指
標
で
は
、

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
が
大
規
模
農
家
。
本
市

の
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
は

１
９
５
６
経
営
体
。
平
均
年

齢
は
64
歳
。

問
小
規
模
農
家
や
高

齢
者
へ
の
支
援
は
。

市
長
交
付
金
や
農
作
業

を
代
行
す
る
農
業

農
業
振
興
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を
目
指
す

金網メッシュで水田を守り、耕作放棄を防いでいる

「
ト
ミ
ー
号
」 に
よ
る
送
迎
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問
三
芳
の
増
間
地
区
に

は
三
芳
水
道
企
業
団

の
水
源
と
し
て
増
間
ダ
ム

が
あ
る
。
増
間
・
上
滝
田

の
地
区
は
、
こ
の
ダ
ム
よ
り

も
高
く
位
置
し
、
給
水
本

管
か
ら
遠
く
離
れ
た
と
こ

ろ
に
住
ん
で
い
る
の
で
上

水
道
が
引
け
ず
に
い
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

神作　紀史議員

一
般
質
問

　 　 　 　

法
を
検
討
し
て
い
る
。

問
平
成
25
年
度
に
三

芳
水
道
企
業
団
で

行
っ
た
説
明
会
の
と
き
の

概
算
事
業
費
で
地
元
負
担

が
大
き
く
と
言
わ
れ
た
が
、

そ
の
概
算
事
業
費
は
い
く

ら
か
。

水
道
局
長
三
芳
水
道

企
業
団
で

回
答
し
て
い
る
が
、
全
体
事

業
費
で
約
５
億
４
千
万
円
、

う
ち
受
給
者
負
担
分
が

３
億
２
千
万
円
と
な
る
見

込
み
。

問
全
国
で
も
同
じ
よ
う

に
水
に
困
っ
て
い
る

地
域
の
人
は
い
る
の
か
。

参
考
に
な
る
よ
う
な
先
進

事
例
な
ど
は
な
い
か
。

水
道
局
長
現
在
使
用

し
て
い
る
自

己
水
源
を
活
用
し
た
水
の

供
給
方
法
と
し
て
、
静
岡

県
浜
松
市
の
事
例
を
地
域

の
人
た
ち
に
提
案
し
て
い

る
。問

旧
三
芳
村
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
基
金
が

今
現
在
、
８
２
３
６
万
円

保
有
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
基
金
が
増

間
・
上
滝
田
水
道
未

普
及
地
域
の
問
題

解
決
に
活
用
で
き
る

の
か
。

市
長
こ
の
基
金

に
関
し
て
、

私
の
認
識
で
は
増

間
・
上
滝
田
区
の
水

道
の
未
普
及
地
域
の

問
題
を
改
善
す
る
た

め
に
旧
三
芳
村
か
ら

承
継
さ
れ
た
基
金
で

あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、

め
、
地
域
の
方
々
で
増
間
・

上
滝
田
水
道
未
普
及
地
域

解
消
推
進
委
員
会
を
立
ち

上
げ
取
り
組
ん
で
い
る
。

い
ま
だ
に
進
展
が
な
い
状

況
だ
が
。

市
長
三
芳
水
道
企
業
団

で
地
元
住
民
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

も
と
に
、
平
成
25
年
度
に

お
い
て
水
道
事
業
と
し
て

考
え
た
全
体
計
画
と
概
算

費
用
を
算
出
し
説
明
会
を

行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
概
算
費
用
で
は
地

元
の
負
担
が
大
き
く
、
水

道
事
業
と
し
て
実
施
す
る

の
は
難
し
い
と
の
判
断
か
ら

自
己
水
源
の
調
査
を
も
と

に
各
地
域
に
合
っ
た
水
の
供

給
方
法
を
検
討
し
複
数
の

案
を
提
示
し
た
。
現
在
は

地
域
ご
と
に
水
の
供
給
方

そ
の
問
題
を
解
消
・
改
善

す
る
た
め
に
議
会
の
皆
さ
ん

の
理
解
を
も
と
に
こ
の
基
金

は
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
認
識
し
て
い
る
。

増
間
・
上
滝
田
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消
・
改
善
策
は

旧
三
芳
村
か
ら
の
基
金
を
活
用
し
、
問
題
を
解
消
・
改
善
へ

増間ダム堤体

増
間
ダ
ム
堤
頂
部
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研
修
報
告

　

２
月
１
日
、
広
報
編
集

特
別
委
員
会
の
委
員
６
人

で
、
多
古
町
議
会
へ
視
察

に
行
き
ま
し
た
。

　

多
古
町
議
会
で
は
、
定

数
14
人
の
う
ち
半
数
に
あ

　

２
月
７
日
、
鴨
川
市
役
所
を
会
場

に
３
市
１
町
の
議
員
研
修
会
が
行
わ

れ
、
鴨
川
市
の
保
健
医
療
参
与
の
竹

内
公
一
氏
を
講
師
に
こ
れ
か
ら
の
医
療

に
つ
い
て
講
演
を
伺
い
ま
し
た
。

　

竹
内
氏
は
千
葉
大
学
医
学
部
附
属

病
院
地
域
医
療
連
携
部

長
を
歴
任
し
、
専
門
的
な

立
場
か
ら
保
健
医
療
施
策

に
関
す
る
助
言
、
提
言
を

行
い
、
保
健
医
療
施
策
の

総
合
的
な
推
進
、
鴨
川
市

立
国
保
病
院
の
運
営
、
安

房
二
次
保
健
医
療
圏
内
の

調
整
・
連
携
推
進
に
関
す

る
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
自
身

の
離
島
で
の
医
療
経
験
を

基
に
医
療
の
あ
り
方
、
在

宅
で
の
終
末
期
の
迎
え

方
、
安
房
地
域
の
医
療
体

制
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
認

知
機
能
が
低
下
し
て
も
、

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送

る
に
は
ど
う
す
る
か
―
。

た
る
７
人
が
２
年
交
代
で

編
集
委
員
と
な
り
、
議
会

終
了
後
２
カ
月
以
内
に
議

会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を

６
ペ
ー
ジ
設
け
て
お
り
大

変
読
み
や
す
く
、
躍
動
感

の
あ
る
写
真
は
、
一
眼
レ
フ

の
使
い
方
の
研
修
を
受
け

た
職
員
が
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

執
行
部
と
の
や
り
取
り

は
１
度
だ
け
。
５
人
の
委

員
で
構
成
さ
れ
る
小
委
員

会
で
、
議
事
録
を
も
と
に

細
か
な
編
集
作
業
を
行
い
、

追
跡
記
事
も
充
実
し
て
い

ま
し
た
。

　

多
古
町
議
会
の
事
例
を

参
考
に
、
今
号
か
ら
不
定

期
で
す
が
、
一
般
質
問
後
の

追
跡
記
事
を
復
活
さ
せ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後

も
工
夫
を
し
な
が
ら
、
委

員
一
同
、
読
み
や
す
い
議
会

だ
よ
り
を
作
る
よ
う
努
め

ま
す
。

な
ど
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
南
房
総
市
も
４
月
か

ら
国
保
病
院
が
地
域
医
療
連
携
推
進

法
人
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
よ
り
よ
い
地
域
医
療
の
た
め
、
大

変
勉
強
に
な
る
講
演
で
し
た
。

広
報
編
集
特
別
委
員
会
視
察
研
修

千
葉
県
多
古
町　

平
成
31
年
２
月
１
日

安
房
３
市
１
町
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
平
成
31
年
２
月
７
日

多古町での研修状況

安房地域におけるこれからの医療のあり方について

安房地域の医療体制を学んだ議員研修会
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研
修
報
告

　

北
秋
田
市
に
委
員
を
派

遣
し
、
視
察
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
北
秋
田
市
の
学

校
教
育
に
お
い
て
は
、
児

童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、

学
校
の
小
規
模
・
過
小
規

模
化
が
進
み
、
複
式
学
級

の
設
置
も
増
え
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
学
校
の
一

層
の
活
性
化
や
過
小
規
模

校
の
解
消
を
図
り
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し

い
教
育
環
境
を
整
え
ら
れ

る
よ
う
、
平
成
29
年
度
に

「
北
秋
田
市
小
中
学
校
適
正

規
模
・
配
置
再
編
プ
ラ
ン
」

（
15
カ
年
計
画
）
が
策
定
さ

れ
、
将
来
を
見
通
し
た
学

校
再
編
の
具
体
的
ビ
ジ
ョ

ン
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
①
小
中
学

校
と
も
学
級
替
え
が
で
き

る
規
模
、
②
１
学
年
１
学

級
で
あ
っ
て
も
21
人
程
度

の
児
童
生
徒
が
い
る
規
模
、

③
過
小
規
模
校
の
解
消（
複

式
学
級
の
解
消
）
が
で
き

る
こ
と
が
適
正
規
模
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
幼
稚
園
、

小
学
校
及
び
中
学
校
の
再

編
に
係
る
計
画
期
間
が
平

秋
田
県
北
秋
田
市
　
平
成
31
年
３
月
22
日

成
29
年
度
で
終
了
し
て
い

る
た
め
、
今
回
の
視
察
調

査
で
得
た
成
果
を
本
市
の

学
校
教
育
の
将
来
展
望
に

生
か
し
、
引
き
続
き
調
査

を
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
委
員
会
視
察

将
来
を
見
通
し
た
学
校
再
編
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
学
ぶ

　

夏休みが短くならない限り、普通教室には設置しない。

普通教室にエアコンを設置すべきでは（平成 29年６月定例会）

　昨年の夏は、6月中からこれまでにない高温の日が続き、学校
生活にも影響を及ぼす事態となり、7月には愛知県豊田市で小学
校 1年生の男児が熱中症により死亡するという痛ましい事故が起
きました。全国的にも学校への空調の設置が検討され始め、その
ような状況の中で、当市は他の自治体に先駆け、急きょ普通教室
と特別教室のすべての教室に空調を設置することとし、令和元年
夏までに設置が完了するよう取り組んでいます。

その後

追
跡
あの一般質問の行方は

　定例会で行われた一般質問について、その後の
状況をお知らせするコーナーです。

15 カ年再編プランを研修する総務委員

夏までにすべての教室にエアコンを設置へ
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　私は、海と山に囲まれた自然いっぱいのこの地
で生まれ育ちました。数年、この地を離れ憧れの
東京で過ごしましたが、家業を継ぐために１０数
年前に戻ってきました。
　久しぶりに帰った地元は、私がこの地を離れる
前と変わらず自然豊かで、地域の人達も温かく、
「房州弁」を聞くとほっとしたことを今も覚えてい
ます。
　しかし。それと同時に人口の減少に伴ってなの
か町自体の活気が以前に比べ薄れてしまっている
ように感じ寂しく思いました。
　現在、私には２人の子どもがいます。地域の人
達に見守られ毎日、元気いっぱいに学校へ通って
います。
　子どもの数は年々減っていますが、この子ども
達の未来のために今私達ができることを「令和」
という新しい年号とともに、もう一度考える必要
があるのではないでしょうか。
　次世代を担う子ども達がとどまりたくなる活気
あふれる町づくりを期待します。

　

　「おはようございます。」「おはようございます。
車に気を付けてね。」毎朝のトレッキングの時、学
生さん達となにげなく交わす朝の挨拶です。
　６７歳にして子ども達の元気な声が聞こえる故
郷へＵターンして、５年が経ちました。
　校庭が静かになり授業が始まった頃、我が家の
一日が始まります。家の中の片付けを済ませ、家
の前の菜園の手入れをやります。
　近所の方々や道行く顔見知りの人達と言葉を交
わします。
　「こんにちは。花がきれいだね」。「こんにちは。
野菜も色々作っているんだね」。「こんにちは」は、
昼の挨拶言葉ですね。
　そして夕方買い物に出ると、友人、知人と会い、
出る言葉は「こんばんは」。挨拶は人間社会のルー
ルであり、日常生活には欠かせない言葉です。
　挨拶をする時は、自然に顔も和やかになります。
軽く首をさげてご挨拶しますね。
　気候温暖、産物豊かな房州に移住できたことの
幸せを感じている毎日です。
　おはようございます。こんにちは。こんばんは。

平
ひらの

野　晶
あきこ

子さん
（白浜地区）

佐
さ

藤
とう

　正
まさ こ

子さん
（富浦地区）

議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望す
る場合は、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
　※ 地区ごとに掲載していますので、時間が掛かる場合があります。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木 28 番地　議会広報編集特別委員会　TEL 0470－33－1111　FAX 0470－20－4595

未来を担う子ども達のために挨拶を交わしましょう

市
民
の
声
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 表紙の写真を募集します 表紙の写真を募集します
　市議会では、年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、写真などを募集しています。

応募方法応募方法

市内で撮影された四季の風景、イベントなど市内で撮影された四季の風景、イベントなど

応募上の注意応募上の注意
・市内で撮影された、横位置のカラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が
  個人の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された人は表紙に氏名を公表させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、予めご了承ください。

・市内で撮影された、横位置のカラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が
  個人の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された人は表紙に氏名を公表させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、予めご了承ください。

応募資格応募資格
市内在住・通勤・通学の方市内在住・通勤・通学の方

選考方法選考方法
市議会広報編集特別委員会が選考します。市議会広報編集特別委員会が選考します。

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入の上、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。
（データで送る際はサイズ2MB以上5MB未満でお願いします）

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入の上、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。
（データで送る際はサイズ2MB以上5MB未満でお願いします）

応募の締め切り応募の締め切り
令和元年7月12日（金）まで令和元年7月12日（金）まで

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

お問い合わせお問い合わせ

募集する写真募集する写真
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南房総市議会のホームページで
ライブ・録画配信しています。
スマホでも視聴できます。

からご覧ください。

市ホームページ

市議会

市議会インターネット中継

▼

▼


